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【規程番号 神女大Ⅰ－006】 

 

幼保連携型認定こども園神戸女子大学附属高倉台幼稚園における 

乳児等通園支援事業に係る運営規程 
 

（総則） 

第１条 この運営規程は、次条に規定する乳児等通園支援事業の運営のため、児童福祉法（昭和

22 年法律第 164 号）及び神戸市家庭的保育事業等及び乳児等通園支援事業の設備及び運営に

関する基準等を定める条例（平成 26 年 10 月１日条例第 20 号）その他の関係法令（以下「法

令等」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定める。 

 

（事業所の名称等） 

第２条 学校法人行吉学園が設置する乳児等通園支援事業を実施する施設の名称及び所在地は、

次のとおりとする。 

（1）名 称  幼保連携型認定こども園神戸女子大学附属高倉台幼稚園 

（2）所在地  神戸市須磨区高倉台４丁目２ 

 

（事業の目的及び運営の方針） 

第３条 幼保連携型認定こども園神戸女子大学附属高倉台幼稚園（以下「当園」という。）が運営

する乳児等通園支援事業が乳児等通園支援（以下、支援という。）を提供することにより、乳

児等通園支援事業を利用している乳児及び幼児が、心身ともに健やかに育成されることを目的

とする。 

（1）当園は、法令等を順守し、乳児等通園支援事業を実施するものとする。 

（2）当園は、保育所保育指針（平成 29 年３月 31 日厚労告 107 号）に準じ、乳児等通園支援

事業の特性に留意して、利用する乳幼児の心身の状況等に応じた支援を提供するものとする。 

 

（提供する支援の内容） 

第４条 当園は第７条に規定する時間において、余裕活用型乳児等通園支援事業における支援を

提供する。 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第５条 支援の実施にあたり配置する職員の職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。 

（1）実務を担当する幹部職員 １名 

職員及び業務の管理を行うとともに、支援内容を統括する。 

（2）保育教諭 ４名（常勤３名、非常勤１名） 

専門的知識及び技術をもって、乳幼児の支援及び保護者に対する支援に関する指導を行

う。 
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（支援の提供を行う日・提供を行わない日） 

第６条 支援の提供を行う日は、次に掲げる日を除く日とする。 

（1）国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）第３条に規定する休日 

（2）１月２日、３日及び 12 月 29 日から 12 月 31 日までの日 

（3）日曜日及び土曜日 

 

（支援の提供を行う時間） 

第７条 支援を提供する時間は、次のとおりとする。     

（1） ９時～12 時 

（2）13 時～16 時 

 

（利用者から受領する費用の種類、支払いを求める理由及びその額） 

第８条 支援を利用した保護者は、下記のとおり利用料を当園へ支払うものとする。 

利用料    こども一人１時間あたり 300 円 

２ 前項に掲げる利用料のほか、次に掲げる費用の支払いを求めるものとする。 

キャンセル料 当日の午前０時以降にキャンセルを行った場合 

こども一人 1 時間あたり 300 円 

 

（乳児、幼児の区分ごとの利用定員） 

第９条 利用定員は以下のとおりとする。 

（1）０歳児 １人 

（2）１歳児 １人 

（3）２歳児 １人 

 

（利用の開始に関する事項） 

第10条 支援の提供に係る申請があった場合、利用を希望する保護者に認定証の提示を求め、乳

児等通園支援事業の利用対象者であることを確認するものとする。 

（1）支援の利用の申込みを行った保護者に対して、本運営規程の概要など利用申込者が支援

の選択に資すると認められる重要事項を記した文書を用いて、説明を行うものとする。 

（2）支援の提供に際して、乳幼児の心身の状況、その置かれている環境、他の保育施設等の

利用状況等の把握を行うものとする。 

 

（利用の終了に関する事項） 

第11条 以下の場合には支援の提供を終了するものとする。 

（1）利用乳幼児が満３歳に達したとき 

（2）利用乳幼児が保育施設等へ入所する等、利用要件に該当しなくなったとき 

（3）その他利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき。ただしこの場合は、事前

に市と協議を行うものとする。 
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（利用にあたっての留意事項） 

第12条 保護者が偽りその他の不正な行為によって乳児等通園支援の提供を受け、又は受けよう

としたときは、遅滞なく、意見を付して市に通知するものとする。 

 

（緊急時等における対応方法） 

第13条 当園の職員においては、支援の提供を行っている利用乳幼児に体調の病状の急変、その

他緊急事態が生じた時は、速やかに当該利用乳幼児の保護者又は医療機関への連絡を行う等の

必要な措置を講ずるものとする。 

２ 当園は、支援の提供により賠償すべき事故が発生した場合に円滑に損賠賠償を行うため、当

園を被保険者とする賠償責任保険に加入する。 

 

（非常災害対策） 

第14条 当園は、地震、津波、火災、台風又は風水害等の災害に対する避難計画等を作成し、毎

月１回、避難及び消火に関する訓練を行うものとする。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

第15条 当園は、利用乳幼児の虐待の防止に関して、責任者を設置する等必要な体制の整備を行

うとともに、その従業者に対し、研修を実施する等の措置を講ずるものとする。 

 

（その他の重要事項） 

第16条 その他運営規程の実施に必要な事項は園長がこれを定める。 

 

附 則 

この規程は、令和８年７月１日より施行する。 

 

 


